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令
和
６
年
度
定
時
総
会

　
令
和
６
年
６
月
21
日（
金
）午
前
10
時
00
分
よ

り
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
令

和
６
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
通
常
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
行
方
愼
一
郎
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ご
多
用

の
中
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
来
賓
の
方
々
か

ら
心
温
ま
る
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
習
志
野
市
長　
　
　
宮
本　
泰
介　
様

　
習
志
野
市
議
会

　
　
　
　
議　
長　
　
佐
々
木　
秀
一　
様

　
習
志
野
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
副
会
長　
　
高
橋　
君
枝　
様

　　
休
憩
を
挟
み
再
開
後
、
６
名
の
会
員
表
彰
が

行
わ
れ
、
代
表
で
平
尾
剛
会
員（
津
田
沼
地
区
）

が
受
領
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、議
事
に
入
り
、森
嶋
準
一
氏（
谷
津
・

奏
の
杜
地
区
）が
議
長
に
選
出
さ
れ
、進
行
上
の

諸
注
意
の
説
明
が
あ
り
、審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
各
議
案
と
も
承
認
さ
れ
、
午
前
11
時
25
分
に

本
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

報
告
第
１
号　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　
令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
監
査
報
告

報
告
第
２
号　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
第
３
号　
令
和
６
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

令和６年６月30日現在
会員数：808名

　　男性632名 女性174名
未回答 2名

行方愼一郎会長行方愼一郎会長 宮本泰介市長 あいさつ宮本泰介市長 あいさつ

佐々木秀一議長 あいさつ佐々木秀一議長 あいさつ会員表彰の平尾剛会員会員表彰の平尾剛会員
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「
人
情
の
溢
れ
た
東
京
都
中
野
区
新
井

町
の
今
昔
」

　
〟う
さ
ぎ
追
い
し
、か
の
山

　
　
　
　
こ
ぶ
な
釣
り
し
、か
の
川〝

　
山
も
海
も
登
場
し
な
い
故
郷
だ
が
、
そ

れ
で
も
こ
の
街
に
は「
向
こ
う
三
軒
両
隣

り
」の
人
情
と
思
い
や
り
が
溢
れ
た
ぬ
く

も
り
が
あ
っ
た
。
煮
物
を
作
れ
ば
隣
近
所

に
配
り
、
味
噌
、
醤
油
を
切
ら
せ
ば
お
互

い
が
融
通
し
助
け
合
う
、
そ
ん
な
終
戦
間

も
な
い
町
の
風
景
を
、
記
憶
を
た
ど
り
な

が
ら
紹
介
し
た
い
。

　

夜
明
け
の
街
に
は「
ト
フ
ィ
～
ト
フ
ィ

～
」と
豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ
の
音
が
早
い
朝

の
時
を
知
ら
せ
、
夏
に
は
金
魚
売
り
が
、

「
エ
～
金
魚
エ
～
金
魚
ぉ
～
」と
涼
し
げ

に
風
鈴
を
鳴
ら
し
て
い
た
。
街
角
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
は
近
所
の
お
母
さ
ん
連
中
が
割

烹
着
姿
で
慌
た
だ
し
く
買
い
物
を
し
て
い

る
。
そ
ん
な
に
ぎ
や
か
な
風
景
が
そ
こ
か

し
こ
に
見
ら
れ
、
戦
後
の
重
苦
し
い
空
気

は
も
う
、そ
こ
に
は
な
か
っ
た
。

　
時
は
、
復
興
と
第
1
回
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
に
向
け
、
突
貫
工
事
が
毎
日

の
よ
う
に
道
路
を
掘
り
起
こ
し
土
埃
を
上

げ
、
街
全
体
が
活
気
づ
い
て
い
た
。
高
い

建
物
は
ま
だ
少
な
く
、
物
干
し
場
か
ら
は

新
宿
の
伊
勢
丹
が
遠
く
に
見
え
て
い
た
。

映
画
に
も
な
っ
た「
旧
陸
軍
中
野
学
校
」の

広
い
原
っ
ぱ
は
子
ど
も
た
ち
の
格
好
の

遊
び
場
で
、
現
在
は
高
層
ビ
ル
が
そ
び
え

立
ち
、
大
学
が
入
り
、
ま
た
多
く
の
ス
タ

ー
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
は
今
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
隣
町
の
野
方
に
は
レ
ン
ガ

造
り
の
中
野
刑
務
所
が
在
り
、
年
に
何
回

は
脱
走
を
知
ら
せ
る「
ウ
～
」と
異
様
な
サ

イ
レ
ン
が
街
の
人
た
ち
を
怯
え
さ
せ
て
い

た
。
食
べ
物
で
は
確
か
ラ
ー
メ
ン
が
35

円
、
掛
け
そ
ば
が
25
円
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。
今
、
若
い
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て

い
る
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を
一
本
横
道
に
入

る
と
、
そ
こ
は
昔
の
映
画
セ
ッ
ト
を
思
わ

せ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
飲
み
屋
街
が
あ

り
、
今
で
も
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
る

の
が
や
け
に
嬉
し
い
。
昭
和
20
年
代
後
半

の
中
野
駅
北
口
広
場
に
は
力
道
山
、
ル
ー

テ
ー
ズ
、
シ
ャ
ー
プ
兄
弟
な
ど
の
プ
ロ
レ

ス
を
映
し
た
ち
っ
ぽ
け
な
街
頭
テ
レ
ビ
に

人
が
群
が
り
皆
、
夢
中
に
な
っ
て
観
戦
し

て
い
た
。

　
夏
休
み
の
終
わ
り
に
友
達
が
楽
し
げ
に

語
る
故
郷
の
話
に
入
れ
ず
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂

し
い
思
い
も
し
た
が
、
そ
れ
で
も
1
週
間

ほ
ど
、
従
兄
弟
の
住
む
逗
子
の
海
岸
で
一

日
中
泳
ぎ
、
日
が
暮
れ
て
も
帰
ら
ず
皆
を

心
配
さ
せ
た
思
い
出
が
蘇
る
。

　

そ
ん
な
訳
で
故
郷
を
持
た
な
い
私
だ

が
、
わ
が
街
、
中
野
区
新
井
は
甘
酸
っ
ぱ

く
、ほ
ろ
苦
い
青
春
を
過
ご
さ
せ
て
く
れ
、

寒
空
に
、
皆
で
焚
火
を
囲
む
よ
う
に
体
も

心
も
温
か
く
、
ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
く
れ
て

い
た
、そ
ん
な
街
を
思
い
出
し
て
、古
き

良
き
時
代
を
残
す
あ
の
飲
み
屋
街
を
、
銀

幕
の
ス
タ
ー
に
な
っ
た
つ
も
り
で
年
に
2

～
3
度
、
竹
馬
の
友
と
飲
み
歩
き
、
当
時

を
振
り
返
り
語
り
合
う
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

谷
津
・
奏
の
杜
地
区　

赤
羽　

義
郎
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第二回目は

行います

8月8日
プラッツ習志野にて
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入
会
説
明
会（
定
例 

月
３
回
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
令
和
６
年
８
月
16
日（
金
）

　
午
後
２
時
～

　
『
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
北
館
１
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

集
会
室
２
』

　
令
和
６
年
９
月
20
日（
金
）

　
午
後
２
時
～

　
『
新
習
志
野
公
民
館
２
階
多
目
的
室
』

　

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
～（
30
分
単
位
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

刃
物
研
ぎ
作
業

　
毎
月
５
日
、12
日
、20
日

　
午
前
９
時
～

　
袖
ケ
浦
作
業
所

　
毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　

 

（
事
務
局
）

行
事
予
定

　コロナ禍明けの昨年、
４年間中断していた知人
友人との再会が幾つか復
活した。猛暑もあり、ハ
ードな半年間であった。
　今年も皆と逢える機会
があるなぁと楽しみにし
ていた矢先、熊本出身の
同期の訃報が届いた。彼
は16、７年前に若年性認
知症を発症したと奥さん
から聞いていた。知らさ
れた当初は、少しでも彼
の記憶を呼び起こせない
かと私と彼の共通の物（学
生時代の運動部の記念品）
などを送ってみたが、奥
さんからは全く思い出せ
ないと返信があった。
　この病気の怖さを知っ
て以降、年賀状だけは欠
かさなかったのだが・・・。
　彼の一周忌に同期の
「仏師」が作る木彫りの仏
像を友人数名の連名で贈
ることにした。

広報部会

集 記編 後

出
張
入
会
説
明
会（
不
定
期
）

エ
ッ
セ
イ

関
　
博
夫

関
　
博
夫  （
花
咲
地
区
）

（
花
咲
地
区
）

下
宿
の
お
ば
さ
ん

下
宿
の
お
ば
さ
ん

　
数
年
前
よ
り
高
校
の
会
報
が
届
く

と
、
高
校
生
の
頃
下
宿
し
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
。

　
下
宿
先
の
お
ば
さ
ん
は
東
京
か
ら

の
後
妻
さ
ん
で
、
多
い
時
は
一
人
で

4
人
の
下
宿
生
の
面
倒
を
見
て
い
た
。

弁
当
付
き
の
三
食
な
の
だ
が
質
素
で
、

時
々
ク
ラ
ス
の
同
級
生
が
同
情
し
た

の
か
お
か
ず
を
分
け
て
く
れ
た
事
も

あ
っ
た
。

　
時
折
、
夜
食
用
に
当
時
出
始
め
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
拉
麺
と
甘
納
豆
を
買
い
込
ん

で
は
空
腹
を
満
た
し
た
。

　
3
年
生
の
冬
、
受
験
の
為
に
、
上
京
し

た
直
後
、
母
親
か
ら
お
ば
さ
ん
が
な
く
な

っ
た
と
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
葬
儀
に

は
参
列
出
来
な
か
っ
た
。

　
も
う
お
ば
さ
ん
の
亡
く
な
っ
た
歳
は

と
っ
く
に
過
ぎ
た
が
、
代
替
り
し
た
下

宿
は
今
も
あ
る
。
訪
ね
る
機
会
が
あ
っ

た
ら
思
い
出
用
に
近
影
を
撮
っ
て
来
よ

う
と
思
う
。

下宿先下宿先


